
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均
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「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率100%超及び累積欠損金比率該当な
しを維持しており、収益活動は順調である。
　経常収支比率、医業収支比率及び病床利用率は
いずれも類似病院平均値を上回っており、医業活
動は順調であるとともに、施設に見合う診療収入
が得られていると考えられる。
　職員給与費対医業収益比率は類似病院平均値を
下回っており、職員配置に見合う診療収入が得ら
れていると考えられる。
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Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性
　山梨県の精神科医療の基幹病院として、精神科
救急・急性期医療を担っているとともに、心神喪
失者等医療観察法の指定医療機関・指定通院医療
機関として診療機能の強化を図っている。今後も
精神科救急・急性期医療、児童思春期精神科医療
、心神喪失者等医療観察法に基づく医療、重度・
慢性入院患者への医療及び重症通院患者への医療
を確実に提供していく。
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経営比較分析表（平成28年度決算）
山梨県地方独立行政法人山梨県立病院機構　県立北病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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　全体として経営の健全性・効率性は保たれてい
る。
　老朽化は際立って進行している状況ではないが
、引き続き計画的な更新等を検討していく必要が
ある。

2012 2013 2014 2015 2016 2012 2013 2014 2015

全体総括

平均値 10.7 9.9 9.0 8.4 8.1平均値 86.0 84.5 84.4 84.6 85.6

11.1当該値 57.6 58.7 59.5 53.2 58.4

平均値 18,124

当該値 14.2 13.2当該値 11,166 11,275 11,294 11,207 10,51824,375 24,629 13.4 12.2当該値 20,969

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,856 8,812 8,588 8,536 8,50220,395 20,681

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率及び機械備品減価償却
率はともに類似病院平均値を下回っており、老朽
化が際立って進行している状況ではないと考えら
れる。ただ、ともに増加傾向にあり、引き続き計
画的な更新等を検討していく必要がある。
　1床当たり有形固定資産は類似病院平均値を下
回っており、建設投資の規模は病床数に見合うも
のとなっていると考えられる。

2012 2013 2014 2015 2016 2012 2013 2014 2016 2012 2013 2014 2015 20162015 2016 2012 2013 2014 2015

18,742 19,795

22,593 24,240

れていると考えられる。
　入院患者1人1日当たり収益及び外来患者1人1日
当たり収益はともに類似病院平均値を上回ってお
り、収益が適切に確保されていると考えられる。
　材料費対医業収益比率は類似病院平均値を上回
るものの、減少傾向にあり、医薬品や医療材料の
価格を抑える取り組みが進められていると考えら
れる。
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

26,996,532平均値 51.4 52.4 59.8 61.8 66.3平均値 37.4 39.0 43.7 44.3 46.7

当該値 18.8 21.9 26.7 32.3 37.1

2016 2012 2013

当該値 16,608,765 19,785,589当該値 27.6 38.2 49.1 54.7 62.8

2014 2015 20162012 2013 2014 2015 2016 2012 2013 2014 2015

20,413,745 20,097,656 20,468,307

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 22,744,336 23,558,262 24,879,291 26,363,375


